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日本薬学会第 142 年会組織委員会 

組織委員長 森 裕二 

（名城大学 薬学部） 

  



  



 

ご挨拶 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 

日本薬学会第 142 年会組織委員会を代表してご挨拶申し上げます。 

 日本薬学会第 142 年会は、2022 年 3 月 25 日（金）から 28 日（月）までの 4日間、

名古屋国際会議場を主会場として開催されます。 

日本薬学会年会は、日本の薬学関係者が一堂に会する学会であり、薬科大学・薬学

部で教育・研究に携わる者、企業で医薬品の研究・開発に従事する者、行政の立場か

ら医薬品の有効性・安全性の確保を具現化する者、病院や保険薬局で医薬品の適正

使用を推進する者など、さらに将来、薬学やその関連領域で働くことになる多くの

薬学部生と大学院生も参加し、8,000 名を超える参加者が見込まれます。 

 本年会では「創薬イノベーションが切り拓く新時代の医療」をテーマにして、基

礎から応用まで多岐にわたる薬学研究に携わる多くの研究者や医療人、教育者が集

い、最新の研究成果を発表するとともに、薬学教育のあり方を議論することで未来

の創薬・医療にイノベーションを起こす機会となることを期待しています。 

年会の運営につきましては可能な限り経費節減に努めて参りますが、参加費のみ

で充実した年会を開催できない現状にあり、本年会の趣旨にご賛同いただき、格別

のご配慮をお願い申し上げます。  

  

謹白 

 

                      日本薬学会第 142 年会組織委員会 

                      組織委員長 森 裕二 

  



 

 

日本薬学会第 142 年会の概要 

 

1. 学会の名称とテーマ  

 

 1) 学会の名称  

  和文名  日本薬学会第142年会 

  英文名   The 142nd Annual Meeting of the Pharmaceutical Society of  

              Japan 

 

 2) 学会のテーマ  

  「創薬イノベーションが切り拓く新時代の医療」 

   Innovations in Drug Discovery: Paving the Way for a new Healthcare Era 

 

2. 主催機関および責任者名 

公益社団法人 日本薬学会 

   会  頭： 佐々木 茂貴 

日本薬学会第142年会組織委員会 

     組織委員長： 森 裕二 

         （名城大学薬学部・教授） 

    

 

3. 会期  
  

2022年3月25日（金）〜 2022年3月28日（月） 

  
 

4. 会場 
  

  名古屋国際会議場 

  ウインク愛知（市民公開講座） 

 

  



5. 開催計画の概要 

1) 日程表 
  

年 月 日 午 前 午 後 

2022年 

3月25日(金) 

理事会 代議員総会・授賞式 

3月26日(土) 

会頭講演・特別講演 

受賞講演・シンポジウ

ム・一般口頭発表 

ポスター発表・機器展

示 

ランチョンセミナー・キャリアデザインセミナー 

・特別講演・受賞講演・シンポジウム・一般口頭

発表・ポスター発表・機器展示 

3月27日(日) 

特別講演・受賞講演・

シンポジウム・一般口

頭発表・ポスター発

表・機器展示 

ランチョンセミナー・キャリアデザインセミナー 

・特別講演会・受賞講演・シンポジウム・一般口

頭発表・ポスター発表・機器展示・市民公開講座 

3月28日(月) 

特別講演・受賞講演・

シンポジウム・一般口

頭発表・ポスター発

表・機器展示 

ランチョンセミナー・キャリアデザインセミナー 

・特別講演・受賞講演・シンポジウム・一般口頭

発表・ポスター発表・機器展示 

 

2) 参加予定者数 国外 50 名 国内 8,000名   

  

3) 参加予定国 アメリカ合衆国、ドイツ、イギリス、スイス、台湾、韓国、日本  

 

4) 使用言語  日本語、英語 (一部のシンポジウムにおいて)  

  



6. ご寄附等による支援を必要とする理由 

    

日本薬学会第142年会は2022年3月に名古屋で開催されることになり、「創薬イ

ノベーションが切り拓く新時代の医療」をテーマに掲げ、薬学教育および研究をさ

らに発展させる場とするべく、またCOVID-19感染収束後、最初の対面での年会実

施を目指し鋭意準備を進めております。大学、行政、企業、医療関係など全国から

8,000名を超える日本の薬学関係者が一堂に会する学会であります。将来薬学やその

関連領域で働くことになる、多くの薬学部生と大学院生も参加します。本年会の開

催に要する費用は、全体で125,700千円と推算されております。この必要経費は、本

年、年会参加費でまかなうべきところですが、充実した年会とするためには参加費

のみでは限界がございます。 

本年会の準備・運営にあたって、極力無駄を省き、経費節減に努めてまいる所存

ですが、関係各方面からのご寄附に頼らざるを得ないのが実情でございます。 

つきましては、本年会の趣意を何卒お汲み取りいただきまして、ご寄附や海外研

究者招聘のため費用等につきご支援を賜りたく、宜しくお願い申し上げます。  

なお、ご寄附された場合は貴社名をプログラム集に謝辞として掲載させていただ

き、参加者に配付いたします。 

  

また、ご寄附は日本薬学会事務局が担当し、そこを通じて日本薬学会第 142 年会組

織委員会宛に、貴社からのご支援が入金される仕組みになっております。 

ご寄附の方法は、本趣意書にある寄附申込書に必要事項をご記入の上、日本薬学会事

務局・寄附金受入係に soumu@pharm.or.jp または FAX（03-3498-1835）にてお申

し込みください。以後のお振込み手順等の詳細につきましては、日本薬学会事務局よ

り折り返しご連絡差し上げます。 

 

(お振込み期日は、会議開催前の 2022 年 3 月 18 日（金）までにお願いいたします。

プログラム集への貴社名の掲載は印刷の関係上、2021 年 12 月 17 日(金)までのお振

込みの場合に限られます。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7. 組織委員会名簿 

組織委員長：  森  裕二（名城大学 薬学部 教授） 

副組織委員長：  原  脩 （名城大学 薬学部 教授） 

         神野 透人（名城大学 薬学部 教授） 

総 務 委 員：  原  脩 （名城大学 薬学部 教授）（委員長） 

         平松 正行（名城大学 薬学部 教授） 

         長谷川洋一（名城大学 薬学部 教授） 

         亀井 浩行（名城大学 薬学部 教授） 

財 務 委 員：  神野 透人（名城大学 薬学部 教授）（委員長） 

         灘井 雅行（名城大学 薬学部 教授） 

         山田 修平（名城大学 薬学部 教授） 

         木村 和哲（名古屋市立大学 大学院医学研究科 教授・薬剤部長） 

山田 清文（名古屋大学 医学部附属病院 教授・薬剤部長） 

山田 成樹（藤田医科大学病院 教授・薬剤部長） 

会場運営委員：  能勢 充彦（名城大学 薬学部 教授）（委員長） 

         永松 正 （名城大学 薬学部 教授） 

         飯田耕太郎（名城大学 薬学部 教授） 

         築山 郁人（名城大学 薬学部 教授） 

         小森由美子（名城大学 薬学部 教授） 

         村田 富保（名城大学 薬学部 教授） 

広 報 委 員：  岡本 浩一（名城大学 薬学部 教授）（委員長） 

         大津 史子（名城大学 薬学部 教授） 

         黒野 俊介（名城大学 薬学部 教授） 

渉 外 委 員：  丹羽 敏幸（名城大学 薬学部 教授）（委員長） 

         梅田 孝 （名城大学 薬学部 教授） 

         柳澤 聖 （名城大学 薬学部 教授） 

プログラム委員：  北垣 伸治（名城大学 薬学部 教授）（委員長） 

         井藤 千裕（名城大学 薬学部 教授） 

         小田 彰史（名城大学 薬学部 教授） 

         湯川 和典（名城大学 薬学部 教授） 

         野田 幸裕（名城大学 薬学部 教授） 

         打矢 恵一（名城大学 薬学部 教授） 

         田口 忠緒（名城大学 薬学部 教授） 

相 談 役：  早川 伸樹（名城大学 薬学部 教授） 

         脇田 康志（名城大学 薬学部 教授） 

         松本 修一（名城大学 薬学部 教授） 

         松永 民秀（名古屋市立大学 大学院薬学研究科長） 

         永津 明人（金城学院大学 薬学部長） 

         村木 克彦（愛知学院大学 薬学部長） 

開催協力校：  名古屋市立大学薬学部、金城学院大学薬学部、愛知学院大学薬学部 

  



 

8． 事務局  

      日本薬学会第 142 年会組織委員会 

総務担当：原  脩 

      〒468-8503 名古屋市天白区八事山 150 

      名城大学 薬学部 機能分子化学研究室 

      T E L :  052 - 832 – 1151（代表） 

F A X :  052 - 834 - 8090 

      E-mail :  yaku142nenkai@ccml.meijo-u.ac.jp 

 

  



9. 収支予算概要

収入概算 （単位：円） 

勘定科目 内 訳 予定数 金 額 

参加費 

一般会員 
予約参加： 10,000 円 

当日参加： 12,000 円 
5,200 54,400,000 

学生会員 
予約参加： 4,000 円 

当日参加： 5,000 円 
2,000 9,000,000 

非会員 
予約参加：14,000 円 

当日参加：15,000 円 
800 11,600,000 

小 計 8,000 小計 75,000,000 

機器展示 日本薬科機器協会協賛金 12,000,000 

ランチョン 12,000,000 

助成・協賛・寄附 財団助成金・日本製薬団体連合会・地元企業等 18,000,000 

広告掲載料 1,400,000 

予算総額 118,400,000 

支出概算 （単位：円） 

勘定科目 項目名 金 額 

会場費 24,000,000 

業務委託費 

演題登録・ホームページ 7,400,000 

運営・会議費を含む全て 46,000,000 

プログラム印刷・発送 20,000,000 

諸謝金 講演謝金・旅費・宿泊費 10,000,000 

雑費 通信運搬費・支払手数料・事務用品 1,000,000 

雑給 アルバイト料・通勤手当 10,000,000 

支出総額 118,400,000 



送付先：日本薬学会総務課  

E-mail: soumu@pharm.or.jp  FAX: 03-3498-1835 

 

寄附金申込書  

 

年  月  日  

公益社団法人日本薬学会  

第 142 年会組織委員長 森 裕二 殿 

 

寄附申込者  

ふりがな  

名称  

住所 〒  

ふりがな  

氏名               印  

 

下記の金額を寄附いたします。  

 

記 

 

１ 寄附額                        円也 

 

２ 寄附金の希望使途  「日本薬学会第 142 年会」開催費用として 

 

３ 寄附金の支払予定年月日       年   月   日           

 

  （備考/連絡先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

本申込書に記載された、氏名、住所、寄附額等の個人情報については、学会の寄附金取扱い業務にの

み使用される旨を本紙の提出をもって同意いたします。また、必要に応じて当該会議主催者並びに関

係省庁への報告がなされることを併せて同意いたします。 

 

 

ご担当者氏名・役職 

 

 

 

 

ＴＥＬ： 

ＦＡＸ： 

e-mail： 




